
釧路湿原自然再生協議会再生普及小委員会 

第 19回 湿原学習のための学校支援ワーキンググループ 

 

日時： 令和 6年 8月 20日（火） 14：00～16：00 

場所： 釧路地方合同庁舎 4階 第３会議室 

 

------------------------- 議 事 次 第 ------------------------- 
 

  １． 開 会 

  ２． 議 事 

   １）これからの湿原学習支援の方向性について 

  ３． その他 

  ４． 閉 会 

------------------------- 配布資料一覧 ------------------------- 

 ○第 19回湿原学習のための学校支援ワーキンググループ 資料 

 ・ 資料 1   現在のワーキンググループの取組みについて 

 ・ 資料 2   これからの取組みについて（案） 



 

出席者名簿（敬称略・順不同） 

 

 

＜専門家＞ 

所属等 氏 名 

再生普及小委員会委員長 高橋 忠一         ○ 

北海道教育大学釧路校 教授 境 智洋           

 

＜学校教員＞ 

所属等 氏 名 

釧路市立中央小学校 前田 進太郎        〇 

釧路市立新陽小学校 柴田 康吉         〇 

釧路町立富原小学校 續 智仁          〇 

標茶町立標茶小学校 湯浅 憲二         〇 

鶴居村立幌呂中学校 長谷 泰昌          

 

＜学校教育行政機関等＞ 

機 関 名 氏 名 

北海道教育庁釧路教育局 教育支援課 社会教育指導班 主査    角田 淳     〇 

釧路市教育委員会 学校教育部 教育支援課 指導主事  佐藤 義人    

釧路町教育委員会 教育部 指導主事室        室長    坪井 条太    〇（オンライン） 

標茶町教育委員会 指導室 指導室長   富樫 慎也   〇（オンライン） 

弟子屈町教育委員会 指導室 指導室長  武田 進一    〇 

鶴居村教育委員会 
タンチョウ自然専門員 

音成 邦仁    〇（オンライン） 

釧路湿原国立公園連絡協議会 
事務局次長 元岡 直子   〇 

事務局員  森 百合恵   〇 

釧路市こども遊学館 
事務局長  小笠原 忍    〇 

学習担当リーダー 古野 峻也 〇 

 

＜事務局＞ 

機 関 名 氏 名 

環境省北海道地方環境事務所 釧路自然環境事務所 
自然保護官    境 耕平   〇 

自然保護官補佐  石下 亜衣紗 〇 

公益財団法人北海道環境財団 企画事業課長     山本 泰志  〇 

企画事業課    安田 智子  〇 

 



現在のワーキンググループの取組みについて                                        資料１  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域の多様な専門家 

学校教育・社会教育機関・施設 

学校 フィールド 

引き継ぎ・共有 

WG 事務局 

情報提供・提案 

 ①データベース、HP、教員研修講座 

フィールドを知る 

相談・調整・案内 

調整・案内・助言 

計画する 

つながる 

②情報交換会（互いを知る） 

フィールド学習 

（体感・関心喚起） 

取組みを知る 

探究（広げる・深める） 

・北海道教育大学 

・釧路開発建設部 治水課 

・釧路市立博物館 

・釧路市動物園 

・釧路市こども遊学館 

・釧路湿原国立公園連絡協議会 

・釧路教育局、教育委員会 

伝える 

つなげる 

情報共有 

情報共有（学内発表会、サイエンスフェア） 調整・案内 

学内での発表会（価値づけ） 
③サイエンスフェアでの展示・発表 
（地域に発信する、未来につなげる） 

環境省、北海道環境財団 

サイエンスフェア詳細案内・参加者ボード受け取り・返却 ボード受け渡し 



これからの取組みについて（案）                                             資料２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

引き継ぎ・共有 

情報提供（協力機関、HP、データベース） 

フィールドを知る 

情報提供（情報交換会、協力機関） 

計画する 

つながる 

情報交換会（互いを知る） 

フィールド学習 

（体感・関心喚起） 

取組みを知る 

探究（広げる・深める） 

・北海道教育大学 

・釧路開発建設部 治水課 

・釧路市立博物館 

・釧路市動物園 

・釧路市こども遊学館 

・釧路湿原国立公園連絡協議会 

・釧路教育局、教育委員会 

・環境省 

・北海道環境財団 

伝える 

つなげる 

情報共有（サイエンスフェア） 

学内発表会（価値づけ） 

（打診） 

（依頼・調整） 

情報交換会参加意向 情報交換会企画主体 
情報交換会案内 

情報提供（協力機関） 

出席校共有 

依頼・調整 

サイエンスフェア企画主体 

案内 

案内・依頼（校内での発表会）／サイエンスフェア参加意向 

※ボードの移送は学校 or 各自 or 主催団体 

サイエンスフェアでの展示・発表 

（地域に発信する、未来につなげる） 

地域の多様な専門家 

学校教育・社会教育機関・施設 
学校 フィールド 

市町村内の 

コーディネーター 



釧路湿原サイエンスフェア
研究発表会

釧路市子ども遊学館　学習担当リーダー　古野　峻也　委員
話題提供資料　



•プラットフォームが
児童を育てる

•児童の学びが地域を育てる



•プラットフォームが
児童を育てる

•児童の学びが地域を育てる社会参画 自己効力感

学びが .

深まる 広がる 意欲が高まる



•プラットフォームが
児童を育てる

•児童の学びが地域を育てる



児童がプラットフォームの中心に

担任の先生や
他校の先生

専門家 友達や
他校児童

一般来館者

家族



他校の児童との交流

友達や
他校児童

児童同士の共通点
・湿原でのフィールドワークの経験
・同様の過程（研究発表ボード）を経て研究に取り組んだ経験

相違点
・フィールドで出会った“もの・こと・ひと”
・実際に興味を持ったもの

・そんなものがあったの！？

・そんな考え方があったの！？

・そんな調べ方があったの！？



専門家との交流 指導・評価

専門家

・素晴らしい研究だ！

・そんな考え方があったの！？

・ぜひ続けてください！

自信や意欲の源に

・専門的な観点からの評価
・継続・意欲を引き出す
・バックボーンを引き出す





釧路市立博物館
野本学芸員

釧路市動物園
飯間獣医師

釧路信用金庫
佐藤業務部長

こども遊学館
荒井館長

教育大釧路校
越川キャンパス長

教育大釧路校
境教授（審査委員長）



•プラットフォームが
児童を育てる

•児童の学びが地域を育てる



ミュージアムの一般的なイメージ

職員から
市民へ

職員と
市民で



児童発信のサイエンスコミュニケーション

児童から
市民へ

児童と
市民で



児童の学習は侮れない！

担任の先生や
他校の先生

専門家 友達や
他校児童

一般来館者

家族



児童の学習は侮れない！

担任の先生や
他校の先生

専門家 友達や
他校児童

一般来館者

家族

実は少ない
湿原＆探究学習 経験者



児童がプラットフォームの中心に

担任の先生や
他校の先生

専門家 友達や
他校児童

一般来館者

家族



•短期ビジョン
参加者、来館者の学びのきっかけとなる

参加者、来館者の学びが広がる・深まる

•長期ビジョン
地域の魅力を発信できる人材を育てる













キャリア教育にも！？







児童の取り組みは…

専門家や地域機関をも
奮い立たせる



さいごに・・・
展示もするけど

口頭発表の効果は絶大



「ラムサール条約登録湿地関係市町村会議に
おける湿地教育の推進に向けた取り組み

ラムサール条約登録湿地関係市町村会議 会⾧市（釧路市）
釧路市環境保全課自然保護係 元岡直子
（釧路国際ウェットランドセンター事務局次⾧兼務）





ラムサール条約登録湿地関係市町村会議とは
設立 1989年6月
目的 ラムサール条約に登録されている湿地及びその他の湿地の適正な管理に

関し、関係市町村間の情報交換及び協力を推進することによって、地域レ
ベルの湿地保全活動を促進すること。

活動内容
・ラムサール湿地等の保全管理に関する研修事業
・ラムサール条約関係予算獲得のための陳情・請願活動
・国内登録湿地拡大の取り組みへの支援協力
・関係市町村がそれぞれの地域で実施するラムサール条約関
係事業への協力

・その他、目的達成のために必要な事業
会員数 71市区町村 （2022年9月現在）

国内ラムサール条約湿地は53か所
会⾧市:釧路市
副会⾧市:栃木市、佐賀市、監事市:豊岡市、大崎市
（任期 令和5年度～令和7年度）



第１４回学習交流会テーマ「湿地教育」
地域を支える湿地教育

1)フォーマルエデュケーション（学校教育など）における湿地教育を進める
：COP14 決議ⅩⅣ.11

2) 3年間のテーマ設定及び成果物
2023年から25年の3年間のテーマ「湿地教育」
フォーマルエデュケーションだけでなく、ノンフォーマルエデュケーションや、イン
フォーマルエデュケーションと、フォーマルエデュケーションとの相互協力の取り組みを積
極的に取り扱うこととする。

３）3年間の計画
1年目 COP14で採択された決議ⅩⅣ.11の概要理解

フォーマルとノンフォーマル、フォーマルとインフォーマルの重なりあいの事例共有
2年目である2024年度は、さらに各地の事例を交流し合って、報告書等の準備をする。
3年目である2025年度は、報告書及びポスターを作成し、全国の事例をまとめる。



ラムサール条約と環境教育の歴史

１９７１ ラムサール条約採択（イラン）

１９８７ 湿地の賢明な利用（勧告３．３）

１９９０ 教育と訓練（勧告 ４．５）
賢明な利用概念の実施のためのガイドライン（勧告４．１０）

１９９３ ラムサール条約における非政府組織の（NGO）の役割（勧告 ５．６）
（釧路） 釧路声明と条約実施のための枠組み（決議 ５．１）

湿地の賢明な利用（決議５．６）

１９９６ 教育と普及啓発（決議 ６．１９）

１９９９ 1999-2002年ラムサール条約普及啓発プログラム
２００５ ラムサール条約CEPA（広報・教育・普及啓発）監督委員会の設置

２００８ ラムサール条約 2009-2015年 交流・教育・参加・普及啓発
(CEPA)プログラム

２０１５ ラムサール条約 コミュニケーション・能力養成・教育・参加・
普及開発（CEPA）プログラム2016-2024



第１４回学習交流会テーマ「湿地教育」

Japanese Journal of Environmental Education
VOL33-4より抜粋（日本語版参考入手）



第１４回学習交流会テーマ「湿地教育」



第１４回学習交流会テーマ「湿地教育」
参加者の気づき（まとめの発表から）

●地域団体（協議会、NPOなど）がしっかりとあるところは、教育委員会や市の施設
を活用し、フォーマルとの連携がうまくいく可能性が高い。
●フォーマル、インフォーマル、ノンフォーマルの重なりが大切である。
●拠点施設や組織があることで重なりが促進される。
●日本全国に、地域自然や得意分野を活かした多様な湿地教育がある。湿地という言
葉にとらわれず、産業や動物や外来種駆除など、多様な湿地教育の在り方。
●決議の履行に向けて具体的にわかりやすく、決議の内容をかみ砕くことが、実施主
体にとって大切。（どう関係してくるのか？関係性の整理）
●行政主体の湿地教育の難しさがある。幅広い裾野があってこそ。
●地元外の教員が増えている。教員向けの研修があれば、よりフォーマルの推進が
進む。
●学校教育の中で一括して取り組むことがフォーマルの推進において一番の近道。
●学校からの提案は少なく、行政側からのアプローチが多い。



第１４回学習交流会テーマ「湿地教育」
●学習交流会のワークから見えてきたこと
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第１４回学習交流会テーマ「湿地教育」
●学習交流会のワークから見えてきたこと



釧路で行われている湿地教育

【釧路市の取組み】
・釧路市体験型環境学習支援事業
・まなぼっとわくわく探検隊
・環境教育に対する教員研修講座

【学校の取組み】
・阿寒中学校 鶴特別委員会
・釧路湖陵高校

スーパーサイエンスハイスクール
・阿寒湖義務教育学校 マリモ観察会
・北海道教育大学釧路校

持続可能な開発のための教育推進センター
・釧路公立大学 環境地理学

【釧路市が事務局の取組み】
・こどもエコクラブくしろ
・釧路湿原国立公園連絡協議会

こどもレンジャー
・釧路国際ウェットランドセンター

【環境省が事務局の取組み】
・釧路湿原自然再生協議会
再生普及小委員会
湿原学習のための学校支援

ワーキンググループ



釧路国際ウェットランドセンター（KIWC)の役割
設立:1995年1月26日

設立経緯:
ラムサール条約のにアジア初の締約国会議（COP５）後の開始における「釧路声明」の履行
に向けた国際貢献を担う組織として、ラムサール条約事務局、環境庁、国際水禽湿地調査局、
アジア湿地調査局、北海道の立ち合いのもと、設立。

目的
・釧路地域のラムサール条約登録湿地（釧路湿原、厚岸湖・別寒辺牛湿原、霧多布湿原、阿
寒湖）の湿地生態系を維持。
・その恵みを⾧く活用するための「ワイズユース（賢明な利用）」の推進
・地域の取組みや成果を国内外に発信すること。

主な活動
・湿地関係の国際会議、ワークショップの開催・講演会、観察会など普及啓発事業の実施・
技術委員会による調査研究、技術協力・JICA研修事業の受託・姉妹湿地交流



釧路国際ウェットランドセンター（KIWC)の役割

主な活動

・湿地関係の国際会議、
ワークショップの開催
・講演会、観察会など普
及啓発事業の実施
・技術委員会による調査
研究、技術協力
・JICA研修事業の受託
・姉妹湿地交流



釧路市の学校教育における
湿地教育の現状と課題

教育委員会と連携が弱い

学校教育の現場が求める支援と提
供が不十分（人材、予算など）

現行の指導要領に沿った形で情報
を提供できていない

これらを提供できる団体として

釧路地域ではこれまで地域の湿地保全のCEPAを
担ってきた

「釧路国際ウェットランドセンター」

に求められる役割が大きい



今後の市町村会議の取組み（～令和7年度）

●第15回学習交流会における・公教育（学校教育）との連携事例の紹介

●日本湿地学会における中間発表（現状と課題）、環境省に提出

●日本の湿地教育の枠組みと様々な事例をまとめた報告書を作成


